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論文審査の要旨（2000 字程度） 

 本論文は「Ni基合金における金属間化合物相の粒界析出制御」と題し，７章から構成されている． 
 第１章「緒論」では，環境負荷低減およびエネルギーの安定供給を実現するには高効率次世代火力

発電の要素技術開発が喫緊の課題であり，その実現には新たな高性能耐熱 Ni基合金が求められている
ことおよびその材料開発の現状と高強度化に対する考え方について述べている．しかし，Ni基合金の
さらなる高性能化には，従来の Ni3Al-γ’相（L12構造）による粒内析出ではなく，熱力学的に安定な TCP
（Topologically Close-packed）相および GCP（Geometrically Close-packed）相という２種類の金属間化
合物相の利用による新たな粒界組織設計が重要となることを指摘し，これらの粒界析出の原理を明ら

かにするには，Ni-Nb-M３元系状態図を用い，Ni3Nb（GCP）相を固定した上で，Nb-M２元系および
Ni-M２元系においてそれぞれ TCP相を形成する Type Iと Type IIに分けて行う必要があることを述べ
た上で，本研究の意義，目的および構成を述べている． 
 第２章「Ni-Nb-Fe３元系における A1 相と平衡する D0a相（Ni3Nb）の粒界析出」では，これまでに
構築した Ni-Nb-Fe３元系状態図に基づいてモデル合金（Type I）を選定し，A1（fcc Ni固溶体）母相か
らの Ni3Nb-δ 相（D0a構造）の粒界析出挙動を調べている．その結果，D0a相は粒界に優先的に核生成

し，ノーズ温度以上では連続析出する一方，ノーズ温度以下では不連続析出することを見出し，D0a

相の粒界析出にはノーズ温度以上での時効が重要であることを述べている．しかし，ノーズ温度以上

において粒界に核生成した D0a相は粒内に板状に成長し，粒界毎の被覆率（ρ）は 30~100 %まで大き
く変化し，その平均の被覆率（ρ–）は 70 %程度であることを示している．ρの大きな変化は，D0a相が

母相と結晶学的方位関係，（{111}A1//(010)D0a, <11
–

0>A1//[100]D0a）をもって成長し，その成長が析出に対

する母相の晶癖面（{111}A1）と粒界面とのなす角に依存するためであると推察している．以上の知見

から，ρ–を増加させる手法として核生成のみを利用した多段階時効を試みた結果，ρの変化は僅かに減
少するものの，粒内への成長は抑制できず，ρ–の向上の効果は小さいと述べている． 
 第３章「Ni-Nb-Co３元系における A1/GCP/TCP３相間の相平衡」では，TCP 相の粒界析出挙動を調
べる目的で，既報の文献から A1/C15（TCP）２相域が存在する Ni-Nb-Co３元系モデル合金（Type I）
を選択したが，この系において A1相は C15相と平衡しないことを見出し，1473~1373 Kにおける相平
衡を再検討している．その結果，A1相と平衡する TCP相は Co-rich側に存在する mC18型構造の Co7Nb2

相となること，また，この系における GCP相は D0a相に加えて D019相（(Co, Ni)3Nb）も存在すること
を新たに見出し，A1/mC18/D019３相共存領域を特定している． 
 第４章「Ni-Nb-Co３元系における A1 相と平衡する TCP 相の粒界析出」では，前章の知見に基づい
て，mC18 相のみが析出するモデル合金を Nb の過飽和度を考慮して選定し，mC18 相の粒界析出挙動
を調べている．その結果，ノーズ温度以上において，mC18相は粒界に優先的に核生成すること，また，
さらに時効すると粒界析出相は粒内には成長せず，ρ–は 90%を超えること，一方，粒内では
（{111}A1//(001)mC18, <11

–
0>A1//[010] mC18）の方位関係をもってウィドマンステッテン状に析出すること

を見いだしている．粒界に核生成した mC18相が，D0a相とは異なり，粒内に向かって成長せず高いρ–を
示すのは，mC18相の優先成長方位における母相との格子ミスフィットが 4.9%と D0a相のそれ（0.7%）
に比べて著しく大きく，粒内への成長に先んじて粒界に核生成するためであると推察している． 



 第５章「Ni-Nb-Co３元系における A1相と平衡する GCP相および TCP相の粒界析出」では，３章に
て得られた知見から，TCPおよび GCP両相が析出するモデル合金を両相の析出に対する過飽和度が同
じになるように選定してその析出挙動を調べ，各相が単独で析出する場合（第２章および第４章）と

比較検討している．その結果，両相の析出はほぼ同時に生じ，D019 相は不連続析出により粒界から粒

内に向かってラメラ状に，一方，mC18相は連続析出によって粒界上で核生成・成長し，前者の粒界で
のρは低く，後者の粒界でのρは高く，それぞれ単独に析出する場合の特徴を有することを確認してい
る．また，不連続析出した粒界でのρの低減は，D019相の析出が非平衡タイラインに沿って生じること

により mC18相の析出のための Nbの過飽和度が大きく減少するためと推察している． 
 第６章「Ni 基合金における GCP 相および TCP 相を用いた粒界組織制御」では，前章で示した非平
衡タイラインに沿った GCP 相析出の考え方の妥当性を検証する目的で，GCP 相の析出により TCP 相
の過飽和度が増加するモデル系として，Ni-Nb-Cr３元系合金（Type II）を選定し，両相の析出挙動を
調べている．なお，この系では，A2 相を TCP 相とみなしている．その結果，まず粒界に優先的に核
生成した D0a相および A2 相ともに粒内に成長せず，粒界毎のρの変化は約 10%に抑制され，ρ–は 90%
以上となることを明らかにし，非平衡タイラインに基づいた考え方の有用性を検証している．以上の

知見から，GCP相を強化相として用いる場合においても TCP相の選択により両相を用いた粒界組織制
御が可能であると述べている． 
 第７章「結論」では，各章で得られた知見を総括している． 
 以上要するに，本論文は，Ni 基合金における GCP相および TCP相の粒界における核生成，成長挙
動を平衡論及び速度論の観点から調べ，これら金属間化合物相を用いた粒界析出制御の指針を見出し

たものであり，工学上並びに工業上貢献するところが大きい．よって本論文は博士（工学）の学位論

文として十分な価値のあるものと認められる． 

注意：「論文審査の要旨及び審査員」は、東工大リサーチリポジトリ（T2R2）にてインターネット公表されますので、公表可能な範囲の内容
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